
、

熱
、

／

Ｈ

上

戸

Yら

ﾜと馬

湾
ザ
ら 、マンカ･高橋

款請
' し 献1 m は心の贈りもの

さんブラザ衝献血ルーム
輸機血帳１０コかのかを血やらう変なが１さそは
血能液採が分｜ら採をし液名献れな化くあ献ムんこ弓１２
に、七血発ほこ採血調て型前血ま不が恐つ血をプで年月
適Ｈンさ行どＩ血・べ、判なのす安起いてに訪ラ、末１０
しＢ夕れさ休や終採ま献定ど手・感こ、も協ねザ今年日て抗Ｉたれ憩ジ了血す血、を順でをり採血力てに回始か
い原に血ましユま時･ が血記はももは血をしみオは献ら
るな運液すてｌで間そで圧入、心つし後採よま’，血来
かどぱは。いス約はのき測しま配人な、らうしプ今推年
どのれ兵るを１０約ある定、ずはがい身れとたン年進１
う検、庫と飲分３と状、比受い多か体るい・し７強月
か査梅県、み・分２態問重付りくとにのうた月調３１
をを毒赤献なそ。O か診測でま見い微が気献、期日
霜i 鋒鯉舗＆霊定簾龍郷菅冊冒騨

ツ
ク
。
提
供
さ
れ
た
血
液
は
、
一
部
緊

急
用
に
保
存
血
液
と
し
て
プ
ー
ル
さ
れ

る
も
の
を
除
き
、
必
要
と
す
る
医
療
機

関
へ
送
り
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

献
血
は
だ
れ
に
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
献
血

の
都
度
、
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
血
液
生

化
学
検
査
の
結
果
が
届
く
の
で
、
自
分

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
も
な
り
ま
す
。

「
現
在
、
全
献
血
量
の
半
分
以
上
は
加

歳
代
以
下
の
人
の
献
血
に
よ
る
も
の
で

す
。
特
に
最
近
、
高
校
生
や
大
学
生
の

献
血
が
増
え
て
い
ま
す
。
三
宮
に
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
に
来
た
つ
い
で
に
で
も
、
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
」
と
同
セ
ン
タ
ー
・
広
報

係
長
の
粟
田
正
俊
さ
ん
。

ぜ
ひ
一
度
、
献
血
ル
ー
ム
に
立
ち
寄

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
や
さ

し
さ
が
人
の
命
を
守
り
ま
す
。

緋

煙

蕊

卜

～二

目｡

蕊煙

口
吻
カ
ー
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卜
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血
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場
所
／
神
戸
三
宮
さ
ん
プ
ラ
ザ
３
Ｆ

己
（
０
７
８
）
３
９
１
１
７
０
７
０

受
付
時
間
／
ｎ
時
〜
旧
時
・
脚
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旧
時

定
休
日
／
月
曜
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・
吃
月
訓
日
・
元
旦
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禿
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唾
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西ドｲﾂのあのバーーデンバ

●
女
性
に
熟
年
に
最
高
の
ヘ
ル
シ
ー
ホ
テ
ル

神
戸
っ
子
の
奥
座
敷
〃
有
馬
″
は
、
六

甲
を
背
に
千
三
百
年
の
歴
史
を
秘
め
て
、

湯
の
香
が
優
し
く
心
を
な
こ
ま
せ
る
温
泉

の
町
。
そ
ん
な
伝
統
の
湯
の
町
に
、
西
ド

イ
ツ
の
あ
の
バ
ー
テ
ン
・
バ
ー
デ
ン
の
温

泉
保
養
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
健
康
充
電
基

ヴ
ｆ
ヴ
－

地
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
有
馬
」
が
多
目
的
天
然
ラ

ド
ン
泉
浴
場
と
、
最
新
科
学
の
療
法
室
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
プ
ラ
ス
し
て
、

都
市
型
の
ホ
テ
ル
機
能
も
完
備
し
た
熟
年

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
タ
イ
ル
で
こ
の
春

お
目
見
得
し
た
。

国
鉄
三
宮
駅
か
ら
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
て
車
で
釦
分
。
太
陽
神
戸
銀
行
の
そ

ば
に
流
れ
る
有
馬
川
に
そ
っ
て
行
く
と
、

ほ
ん
の
５
分
で
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
有
馬
」
の
淡

い
レ
ン
ガ
色
の
建
物
が
見
え
る
。

紅
葉
の
美
し
い
時
に
出
会
っ
た
こ
の
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
は
、
竹
中
工
務
店
の
建
築

物
ら
し
く
、
外
装
も
内
装
も
、
し
っ
と
り

と
、
優
雅
で
、
ゆ
っ
く
り
豊
か
な
気
分
に

な
る
デ
ザ
イ
ン
が
と
て
も
い
い
。

ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
の
花
紋
の
じ
ゅ
う
た
ん

が
印
象
的
な
ロ
ビ
ー
で
、
神
戸
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
出
身
の
上
村
支
配
人
や
坂
上

田
さ
ん
ら
五
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
出
会
っ
て

歓
声
を
あ
げ
る
。
何
よ
り
安
心
だ
。

●
京
風
会
席
に
神
戸
ビ
ー
フ
と
神
戸
ワ
イ
ン

Ｂ
１
Ｆ
の
ラ
ウ
ン
ジ
と
和
風
料
理
の
「
楓

林
亭
」
は
、
紅
葉
と
石
庭
が
ほ
ど
よ
く
、

昼
食
事
は
女
性
客
が
と
て
も
多
い
。
料
理

長
は
「
利
用
し
や
す
い
お
値
段
で
、
実
質

的
な
大
阪
風
の
懐
石
に
京
の
美
的
感
覚
を

そ
え
て
。
健
康
に
い
い
豆
乳
●
つ
か
い
の
梱

林
鍋
が
人
気
で
す
」

ス
テ
ー
キ
コ
ー
ナ
ー
は
、
「
紅
花
」
仕
込

み
の
シ
エ
フ
が
神
戸
ビ
ー
フ
（
畑
）
を
見

事
な
手
際
で
焼
き
あ
げ
る
し
、
神
戸
ワ
イ

雪一 ｉ
侭

ー

＆

６

霊

騨覆醗贈，
■■T ■Ⅵ‐■■

''1-嬢塞=圭一

雫

ゴ
ー
『裂一ｉ

g 甲

鐙 舗一．

日

一画■ら
野『負F

v f 9 冒， ~

ＩＬｊ
医圃

働き盛りの人たちの心と体をリフレッシュするヘルシーホテル( 右) 血液の循環を促進する圧注浴( 左上）
気泡によるマッサージ効果，泡沫浴( 左中) 世界初のコンピューター内蔵トレーニングシステム( 左下）
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l顎

需
毒手

一
写
睦

ＦＦF
守Ｆ…一一

~ 己謬

澱

[噂

錘

０

ン
（
卸
）
も
．
肉
に
よ
く
合
う
。
煮
込
み
う
ど

筆
噺
）
榊
鑑
（
娠
峰
緬
維
罪
叫
訓
娠
識
権

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
（
Ⅷ
）
す
き
焼
（
Ⅷ
）
な

ど
が
あ
っ
て
、
食
事
だ
け
な
ら
誰
で
も
利

用
で
き
る
。

●
天
然
ラ
ド
ン
泉
で
シ
エ
イ
』
ブ
ア
ッ
ブ

「
ｗ
Ⅲ
ｗ
Ⅲ
有
馬
」
の
Ｖ
サ
イ
ン
は
、
話

題
の
天
然
ラ
ド
ン
の
温
泉
大
浴
場
。
こ
の

敷
地
内
か
ら
湧
く
ラ
ド
ン
泉
は
、
健
康
と

美
容
に
効
く
イ
オ
ン
化
作
用
が
身
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。
最
初
に
全
身
浴
で
温
ま

り
、
ぶ
く
ぶ
く
超
音
波
の
泡
沫
浴
、
温
熱

と
渦
流
の
圧
注
浴
の
後
は
静
か
に
桧
を
背

に
し
て
寝
湯
に
。
今
度
は
滝
湯
と
い
っ
て

鰯‐

、
皇
瞬
閣
脚
剛

‐

塙も理

学ご希望の方に１日会員券を進呈’

へ

…
：

肩
や
腰
に
お
湯
を
あ
て
、
そ
の
後
は
小
石

の
敷
い
た
冷
泉
と
温
泉
の
歩
行
浴
。
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
た
後
は
、
遠
赤
外
線
サ
ウ
ナ

と
フ
ル
コ
ー
ス
の
ヘ
ル
シ
ー
温
泉
だ
。
湯

上
り
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
汗
を
流

し
、
ま
た
入
浴
を
く
り
返
せ
ば
ス
リ
ム
に

な
る
し
Ｓ
Ｓ
Ｐ
の
ツ
ボ
療
法
専
門
家
も
待

機
し
て
い
る
。
ホ
カ
ホ
カ
温
か
い
身
体
で

頑
張
っ
た
後
は
リ
ッ
チ
な
バ
ー
で
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
。
今
夜
は
最
高
ノ
．

カ
ラ
オ
ケ
名
人
の
上
村
支
配
人
は
、
「
こ

こ
は
同
窓
会
、
会
社
の
研
修
会
、
趣
味
の

集
い
の
（
卵
〜
帥
人
）
ご
利
用
が
多
く
、

こ
と
に
ヘ
ル
シ
ー
な
ラ
ド
ン
温
泉
は
人
気

で
す
ね
。
マ
ン
シ
ョ
ン
メ
ン
バ
ー
（
妃
室

一 Ｉ癖

回睦鼻

和室

ﾛ伊

鍔＄Ｉ

題
お巾し込みは

0 7 8 - 9 0 4 - 0 0 1 7

健康施設付会員制ホテ】

匡邑＝丑一

撰一．
因哉弾宗マーＦ

一■

園

只今会員募集中〃

ＩＦ一

W､５．

牝1１
〆、１－‐

」

’

完
売
済
）
の
方
か
、
会
員
（
個
人
２
名
記

名
加
万
／
法
人
４
名
無
記
名
伽
万
）
の
ご

紹
介
が
あ
れ
ば
ホ
テ
ル
は
拠
室
あ
っ
て
、

会
員
は
（
蜘
円
税
込
）
、
一
般
と
ビ
ジ
タ
ー

は
（
剛
円
税
込
）
で
泊
れ
ま
す
。
食
事
と

施
設
は
ご
自
由
に
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
気

軽
で
、
有
馬
で
こ
の
価
格
と
雰
囲
気
は
自

慢
で
き
ま
す
よ
」
と
。

す
っ
き
り
と
感
じ
の
い
い
和
・
洋
室
に

泊
っ
た
朝
、
近
く
の
鼓
の
滝
と
瑞
宝
寺
の

水
と
紅
葉
を
た
ん
の
う
し
た
。
さ
わ
や
か
ヴ
ー

な
気
分
と
、
シ
エ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
「
Ｖ
Ｉ

ヴ
１
Ｖ
Ｉ
有
馬
」
は
女
心
を
捕
え
そ
う
。

■
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
有
馬
／
北
区
有
馬
町
石
倉
佃
１
３

竃
（
０
７
８
）
９
０
４
１
０
０
１
７

雷
雲
》
櫓
芦
ご
“
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亘可

濠 －

ユョ
亘可

千
神戸市中央区下山手通2 - 1 2 戸６

TEL(078)391-1077

ﾄ熱 欝
一

『

巳。

蕊

ノ

ワ

亘可

飛 鳥
神戸市中央区中山手通1 - 2 - 6

TEL(078)331-7627

千 里
神戸市中央区下山手通2 - 1 1 - 1 ( K S M ビル1 F）

TEL(078)331-4730

巳。 ワ

シャンデリアに輝く紳士の社交場。
心地盤い談笑と酔いを貴方に……。

川i 妹店／ｒぴこ，あすか」（壷3 2 1 - 2
２７５）はスナツクタイプのお店です心

傾けるグラスに、ここちよく
今宵も、楽しい琴話がはずみま: す。
1 5 周年を迎えて、新年号には蹄れ姿のマ
マが登場します。ママの笑顔が楽しみ、

ラウンジクラブ

人と店と酒との出会いのある
自由で楽駿いナイトスポ製§・
カウンターとボックス席がありま計ので
お１人でもグループでもご利用ください。
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る識らん
神戸輔瀞謡I-3信’

神戸の藻ラ秀切名悶｡ リヲ躍熱灘誕
志一誠議しで１年篭迎え謂畷繕。
我一Ａの濃き、ま篭は待驚合満誰蒸篭に
ぱムーシ義灘卜・篭鴬一をご轍1 用；〈だぎぃ。

琉泊鋤の診濠シデイグラズ謹傾櫛る。
ロマ灘議甜灘彰な神戸の夜篭…

鏡マの華顎騨綴鍵顔とゆったり喝とじだ畔
ﾙ 饗に身をま然縫蕊みませんな ｡ 蔓．

識ご撫覇

燕ラブ

ムーシライド
神戸市中央区北長狭通1 - 1 0 - 6

ＴＥＬ(078潟31-01廓

灘. 蒲うﾞ

義鍵、ハイグレ' 一隙に新装オ鐸議
灘鰯篇ママも元気に鑑甑鍾ていま: 議廻
1 2 月２４，蕊両日、恒j I ﾘ ､ 鱗福馴大会茜開誉
ます。ご来店をお総藤騒燕諮りま歩櫛

クラブ

ｊｊ、万
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ビジネスに／
ショッピングに／
ご利用ください

、

磯上ﾓｰ ﾀ ｰ プー ﾙ ;騨窯
I神戸国際雲鯖爾'『…)2……~昨"卿ノ
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市民広堀

、／

ノ
〒6 5 O 神戸市中央区港島中町6 - 1 0 - 1 神戸ポートピアホテル

念078-302-1557／078-302-1111(内線3514）

引
出
物
に
蕊
調
清
水
焼
“

☆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
ま
せ
。
早
急
に
お
送
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

吃
／
幅
〜
弱
パ
レ
ビ
ア
ン
カ
ク
リ
ス
マ
ス
セ
ー
ル
。
抽
選
で
豪
華
商
品
が
あ
た
り
ま
す
。

や
き
も
の
に
こ
め
ら
れ
た
手
づ
く
り
の
温
も
り
。

そ
れ
は
贈
る
方
の
ま
ご
こ
ろ
を
大
切
な
先
様
へ
伝
え
ま
す
。

一
流
作
家
の
作
品
を
は
じ
め
、
豊
富
な
品
揃
え
の
中
か
ら
心
通
う
一
品
を
お
選
び
下
さ
い
。

清水焼

'雲?舞絢絶
|神戸ポートピアﾎ ﾃ ﾙ 店

、

塗篭制
目グ

神戸ボートピアハ
ホテルロビー

ホテルバロシ
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■
■

『

川 叫 卦 研 、 川 叫 式 Ｙ 野 ｌ 醜 （ Ｓ ｍ ） 忠 一 ‐ 呂 呂 則 誤 研 、 瀦 幹 汁 普 い 「 （ Ｓ ｍ ） 些 一 １ ９ ＄

ｕ ● で 噸 Ｉ 噌 山 ・ 廷 乳 、 テ 剤 ロ ー 元 （ Ｓ ｍ ） 山 里 ‐ ロ 圏 の 葡 器 研 、 「 ｍ の 弓 湧 い 「 （ Ｓ 得 ） ＄ ， 笥 呂

で 寺 蝋 Ｈ ４ 瞳 、 、 川 叫 庁 Ｙ 野 Ｉ 斑 （ Ｓ ｍ ） 缶 い ‐ ○ 一 全 冊 輔 詞 、 冊 輔 到 ロ ヰ ャ 、 斗 山 “ 「 （ Ｓ Ｓ ） 当 ‐ 合 呂

で

扇 Ⅲ 皿
､、

計 叩 更 丹 沿 同 川 叫 ヨ ー 計 画 の ‐ 褐 （ Ⅲ 牌 Ｉ 侍 Ｖ 斑 １ 劃 。 （ Ｓ ｍ ） 哩 隠 ‐ 扇 堅

醗 酎 湿 咋 洞

画
声
梨

Ｐ 。
汁 普

毎 定

｝ 梨 Ｈ １ 過 － 雷 ・ 馨 宅 一 、 汎

亜 届 ↓ ｇ 弓 ﹈ 、 争 ． 、 奄 弐 『 ・ 南

西 、 ・ 割 き 一 一 一 、 ． 、 唾 奄 於 西 ・ 負

即 叫 で 命 Ｖ 室 ｍ ｕ Ｉ 』 寺 Ⅶ ｖ

》 遜 制 乞 隷 ぐ べ 齢 二 淵 叫 。

■ ■ ｈ ｂ Ｆ ｂ ■ ● ■ ■ ｃ ● ■ 凸 ● ■ ｂ ■ Ｃ ｐ ＆ ● ① ● 凸 争 ● ｃ ●
〈 辻 油 １ Ｉ 重 い 弐 ・ △ 廷

、 ｇ 一 一 一 、 蚤 呼 常 咽

つ ○ 一 一 一

、 易 喧 寺 Ｉ 噛 猷 血

、

■ も 。 ■ ● ■ ● 。 ■ ■

座
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、／ 、 ／

＝＝＝ ■
、
叫
庇
『
唾

装いもパーティのご馳走です こだわり派の紳士に

そ)ibｙ

神戸市中央区三富町１丁目( センター街）
ニューセンタービルＴＥＬＯ７８－３３１－ｌ６５０

技術と信頼の一着を●●

i'IZIa〈ワンピース￥88,000〉

ii〃“",ａｆａ"αん 迩測, 篠蕊這
神戸市中央区磯上通８－１－３２グリーンビル

T E L O 7 8 - 2 5 1 - 8 5 0 1 ㈹

東京・大阪・神戸・姫路
、 ノ、 ノ

匿蚕＝垂= ＝一曲
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／

、

ヨーロ ･ ソハ

妙法寺に欧風調のティーラウンジが

‘､ 優雅さ”を基調に、全体の仕上げはアンピールスタイルでまとめられています。店内は、ゴージャスな雰囲気
にマホガニーが繊細さを加え、気品の中にもロマンが漂うようです。正面の壁は、特別に注文して取り寄せた大
理石を､ ｢ 地平線」のイメージで壁画タッチにアレンジしました。ちょっとした手宰気分に酔いしれながら、ゆっ
くりと流れる時を過ごしていただける空間です。

〈インテリアコーデイネイター／メープル不二唾浜口友雄〉

確かなものだけをお届けするあなたのインテリアｻ ﾛ ﾝ

神戸店．神戸市中央区三宮町３丁目８－１３
TEL,(078)391-0535㈹

U J I Y A
大阪店・大阪市北区芝田1 丁目4 番8 号( 北阪急ビル）

ＴＥＬ.(06)373-0521㈹

、

ノ
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本店みどり美粧院／生、神社前（3 3 1 ) 1 2 4 3 ～４
そごう美容室／三宮そごう新館7 Ｆ（2 5 1 ) 6 7 5 5
あさひ店/ 朝日会館東角（3 9 1 ) 3 4 3 3
芦屋ロイヤルみどり／モンテメール5 Ｆ

0797（32）５２９３
ニューポート美容室／ニューポートホテル内

（251)6745
県民会館美容室／県民会館B ｌ（3 3 1 ) 1 2 8 6
名谷店/ 痢腰パテオ専門館2 Ｆ（7 9 1 ) 8 1 2 3
ロイヤルみどりポートピアホテル店／
神戸ポートピァホテル2 Ｆ（3 0 2 ) 1 5 8 1
ギヤルソンヌみどり／本店1 Ｆ（3 3 1 ) 1 2 4 5
大函／ホテルブラザビユーテイーパーラー

マルピルみどり美粧院･ N E C 美容室、ホテル日航
大阪美容室

京都／東急ホデル美容室

'二二Ｉ 、

３Ｆ着付け室

個
性
美
を
犬
Ⅲ

シ
ン
プ
ル
な

２Ｆ美容室

４Ｆ婚礼受付室

１Ｆ玄関とギャルソンヌみどり

みゼリ＃維臨
蓋螺舗越

ノ

ノＷ

ｊｌ

Ｂ１ギャルソンヌみどり、

臣
一
一貝

．－毛口＝
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ｶジｶ『ﾙで永沙ｾｻﾘ､-６

／
ブ
ラ
オ
ダ
ル
リ
ン
グ
と
し
て
も
、

こ
ん
な
楽
し
い
ア
イ
テ
ム
が
ふ
え
ま
し
た
。

毎
日
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
Ｊ
ネ
イ
ト
に

新
し
い
感
覚
で
お
選
び
い
た
だ
け
ま
女

さ
り
げ
な
く
、
印
象
深
く
○

Ｉ

蕊白賓堂

駒

〒６５７神戸市灘区篠原中町１丁目２番４号
a O 7 8 - 8 8 1 - 6 0 0 0阪急六甲駅西3 0 0 m /駐車場完備●

霊廷夢雪寮。■ダイアモンド■天然宝石回貴金属
米国宝石学会鑑定鑑別士伯. L A . G ､ G ､ ) 大野治代

ノ、
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ら
、
人
間
工
学
者
と
し
て
の
顔

も
持
ち
合
わ
せ
た
、
科
学
的
な

芸
術
家
と
し
て
も
有
名
で
あ

る
。
「
僕
は
、
本
当
の
科
学
者

の
化
科
』
が
研
究
で
き
る
者
と

信
じ
て
い
る
」
と
い
う
池
内
氏

の
裸
婦
画
は
、
い
つ
も
人
間
の

心
が
微
妙
に
、
画
面
一
杯
に
描

ぜ
ひ
と
も
神
戸
で

「
僕
は
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
と
日
本
が

Ｊ
驚
一
綴

の
深
い
神
戸
で
仕
事
が
し
た
い

の
で
す
」
と
熱
心
に
語
る
ラ
リ

ー
・
ス
カ
ラ
さ
ん
。
彼
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
れ
だ
が
現
在
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
住
み
、
ギ
タ

リ
ス
ト
と
し
て
音
楽
活
動
を
続

け
て
い
る
が
ぜ
ひ
と
も
日
本
の

ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
み
た
い
と

美
智
子
夫
人
を
伴
っ
て
来
神
し

彼
は
ギ
タ
ー
を
演
奏
す
る
だ

け
で
な
く
作
曲
も
手
が
け
、
バ

ー
ク
レ
イ
音
楽
大
学
の
出
身
だ

け
に
そ
の
方
面
の
才
能
に
は
し

っ
か
り
し
た
も
の
を
持
っ
て
い

早
く
神
戸
の
い
い
プ
レ
ー
ヤ

ー
と
め
ぐ
り
あ
っ
て
欲
し
い
と

池内登

117

★
農
耕
も
時
代
の
ニ
ー
ズ
で

主
に
青
果
物
の
保
存
を
研
究

し
て
い
る
神
戸
大
学
農
学
部
、

患
難

「
い
ま
の
状
態
で
宅
地
造
成

が
進
む
と
農
作
物
の
自
給
率
も

下
が
り
ま
す
し
、
な
に
よ
り
も

人
間
が
息
を
抜
く
場
所
が
な
く

な
り
、
歪
み
の
あ
る
人
間
が
増

え
る
こ
と
を
心
配
し
ま
す
」
と

寂
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

ま
た
、
現
在
は
米
の
消
費
が

確
実
に
減
っ
て
い
る
の
で
、
野

菜
の
栽
培
に
力
を
入
れ
な
い
と

水
野
氏
自
身
と
し
て
は
、
今

後
、
省
エ
ネ
農
耕
を
め
ざ
し
て

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

新
し
い
栽
培
方
法
を
研
究
し
た

い
と
の
夢
を
も
っ
て
い
る
。

☆
ガ
ン
ジ
ー
首
相
の
死
は

世
界
平
和
に
大
き
な
損
傷

日
本
ｌ
イ
ン
ド
両
国
間
に
文

ｏｊ７ｂｅ
Ｂｊｅａｋ

る
が
、
そ
の
間
日
印
文
化
の
交

協
会
桑
原
泰
業
会
長
は
、
ガ
ン

熟
議

の
座
を
追
わ
れ
た
時
、
イ
ン
ド

社
会
は
政
情
不
安
、
物
価
高
騰

社
会
は
言
語
、
人
種
、
階
層
が

複
雑
に
入
り
組
ん
で
お
り
、
ガ

ン
ジ
ー
首
相
の
力
で
安
定
社
会

ド
統
一
を
誰
よ
り
も
願
っ
て
い

た
彼
女
の
死
に
よ
っ
て
イ
ン
ド

が
政
情
不
安
に
な
ら
な
い
か
心

配
で
す
。
坊
年
前
、
彼
女
が
来

神
し
た
時
、
握
手
し
た
手
の
ぬ

く
も
り
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

彼
女
の
死
は
イ
ン
ド
は
も
と

よ
り
世
界
平
和
に
と
っ
て
も
大

き
な
損
失
で
す
」
と
寂
し
げ
に

語
っ
て
く
れ
た
。

日
本
の
書
の
心
、
見
せ
ま
す

動
と
静
の
書
と
し
て
観
る
者

に
深
い
感
銘
を
与
え
て
き
た
望

力
で
作
品
発
表
会
を
開
く
。

今
回
の
展
覧
会
は
、
ア
メ
リ

》
》
》
》
》
》
一
帖
》
仲
》
』

で
も
あ
り
、
先
生
の
総
力
を
結

集
さ
せ
た
発
表
会
と
な
る
。

「
こ
の
た
び
の
骨
子
は
、
書
の

行
為
を
披
露
す
る
、
害
蹟
の
展

を
行
う
、
書
に
集
う
交
流
親
善

の
会
を
行
う
の
三
要
素
か
ら
成

り
、
そ
の
三
位
一
体
を
成
就
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

力
強
く
個
展
へ
の
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
同

ア
メ
リ
カ
展
を
推
進
さ
せ
る
に

あ
た
っ
て
推
進
委
員
会
を
設
立

す
る
。
我
こ
そ
は
と
思
わ
ん
方

は
望
月
美
佐
後
援
会
「
美
佐
の
会
」
／

兵
庫
区
氷
室
町
２
１
型
Ｉ
調
宮
５
１
１

１
７
０
８
４
（
代
）
ま
で
。

☆
ア
ー
ト
、
フ
ォ
ト
、
イ
ラ
ス

ト
で
『
女
』
を
描
く
〃
三
人
展
″

春
陽
会
会
員
で
あ
り
、
裸
婦

画
家
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し
て

い
る
池
内
登
氏
は
、
来
年
２
月

上
旬
に
、
姫
路
山
陽
デ
パ
ー
ト

（
美
術
サ
ロ
ン
）
で
、
国
画
会
写

真
部
会
員
尾
内
七
郎
、
二
科
会

デ
ザ
イ
ン
部
会
友
、
安
永
和
幸

氏
と
共
に
三
人
展
を
催
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
常
に
女
を
題

材
に
し
て
い
る
３
人
が
、
「
女

（
ウ
ー
マ
ン
）
」
を
テ
ー
マ
に
、

三
人
三
様
に
表
現
す
る
と
あ
っ

て
、
大
変
な
興
味
が
も
た
れ

る
。ま

た
、
池
内
氏
は
、
画
家
と
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ユ
ー
モ
ア
、
チ
ン
ブ
に
オ
ラ
ン
君

鮒
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圃
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記
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職； て
い
る
で
は
な
い
か
。

「
あ
つ
そ
う
か
、
水
や
。
た
だ
の
水
が
欲
し
か
っ
た
ん
や
：
．
…
」

ビ
タ
ミ
ン
に
下
熱
剤
と
僅
か
で
も
投
薬
を
急
ぐ
ば
か
り
に
、
あ

ら
ゆ
る
ジ
ュ
ー
ス
類
に
混
ぜ
て
い
た
も
の
だ
か
ら
、
ジ
ュ
ン
は
真

水
が
欲
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
ま
ん
、
す
ま
ん
。
待
つ
と
け
よ
。

さ
て
、
湯
冷
し
を
サ
イ
ダ
ー
瓶
に
入
れ
て
見
せ
た
ら
、
と
た
ん

に
ジ
ュ
ン
は
、
ア
ー
ン
と
口
を
開
け
て
き
た
。
す
ぐ
に
水
を
飲
ま

せ
て
や
っ
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
お
い
し
そ
う
に
、
し
か
も
少
し
ず
つ

を
飲
ん
で
く
れ
た
こ
と
か
。
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
一
瞬
、
喉ジュンとネネ、皆もカゼには気をつけようね

〔
フ
ウ
ノ
．
と
手
で
鼻
を
か
ん
で
ご
ら
ん
〕

今
生
‐
も
ま
た
〃
カ
ゼ
の
神
″
が
動
物
園
に
お
越
し
に
な
っ
た
。

猿
類
担
当
の
職
員
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
キ
リ
ン
や
シ
マ
ウ
マ
担
当

の
職
員
た
ち
が
鼻
や
喉
を
や
ら
れ
て
、
ク
シ
ャ
ミ
に
咳
を
、
そ
こ

ら
辺
り
で
お
や
り
に
な
る
も
の
だ
か
ら
、
も
は
や
防
ぎ
よ
う
な
ど

あ
り
や
し
な
い

か
の
有
娼
な
朝
日
放
送
フ
レ
ッ
シ
ュ
９
時
半
キ
ダ
タ
ロ
ー
さ
ん

も
ま
た
、
ヒ
ー
ヒ
ー
と
サ
イ
の
イ
ピ
キ
の
よ
う
な
鼻
声
を
長
い
間

マ
イ
ク
に
の
せ
て
い
た
。
こ
ら
あ
か
ん
／
、
と
思
っ
て
い
た
ら
、
案

の
定
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
ジ
ュ
ン
君
が
、
ま
つ
先
に
寝
こ
ん
で

し
ま
っ
た
の
だ
。

特
に
類
人
猿
と
も
な
れ
ば
、
人
間
と
同
じ
ク
シ
ャ
ミ
に
鼻
汁
、

そ
れ
に
喉
を
痛
め
咳
き
こ
む
。
だ
が
、
フ
ウ
ノ
．
と
鼻
を
か
む
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
と
、
あ
’
ん
と
口
を
開
け
て
見
せ
て
く
れ
な
い

の
が
私
達
に
と
っ
て
悩
み
の
種
な
の
だ
。
何
時
も
な
が
ら
、
寝
こ

ん
だ
彼
等
に
ア
ー
ン
と
、
フ
ウ
と
鼻
を
か
む
方
法
を
教
え
続
け
る

私
だ
っ
た
。

「
オ
イ
、
ジ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
。
口
あ
け
て
み
い
／
、
、
口
の
中
を
見
て

あ
げ
る
か
ら
ア
ー
ン
。
ジ
ュ
ン
、
ア
ー
ン
や
ノ
．
」

と
う
と
う
牛
乳
さ
え
飲
ま
な
く
な
っ
た
ジ
ュ
ン
は
真
一
文
字
の

口
で
ブ
イ
と
横
向
い
て
し
ま
う
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
喉
が
痛
い

の
か
も
知
れ
な
い
。
ブ
ド
ウ
や
ナ
シ
、
そ
れ
に
リ
ン
ゴ
の
汁
を
与

え
て
も
ほ
ん
の
少
し
を
口
に
含
ん
で
、
ゆ
る
り
ゆ
る
り
喉
に
送
っ

て
い
る
こ
と
で
も
分
る
。
熱
が
あ
る
こ
と
は
近
寄
っ
て
き
た
手
足

の
皮
ふ
で
も
確
認
で
き
た
が
、
三
日
、
四
日
と
固
形
物
を
全
く
食

べ
な
い
の
で
、
と
に
か
く
水
分
を
ど
ん
ど
ん
与
え
続
け
て
い
た
。

し
か
し
、
相
変
ら
ず
ア
ー
ン
を
や
っ
て
く
れ
な
い
。
野
生
育
ち

の
ジ
ュ
ン
は
荒
々
し
く
、
時
折
り
オ
リ
に
と
ま
っ
た
鳩
や
雀
を
パ

ー
ツ
と
捕
え
て
食
べ
て
い
る
。
し
か
も
私
た
ち
の
三
倍
は
あ
る
巨

漢
の
こ
と
、
押
え
つ
け
て
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

部
屋
を
暖
め
、
喉
の
渇
い
た
頃
を
見
て
は
ジ
ュ
ー
ス
類
を
色
々

見
せ
、
「
ア
ー
ン
、
ア
ー
ン
」
。
や
っ
ぱ
り
だ
め
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
あ
と
掃
除
し
よ
う
と
ホ
ー
ス
を
手
に
し
た
と
き
、

私
は
、
ハ
ツ
と
し
た
。
作
業
中
の
私
に
、
何
だ
か
ア
ー
ン
と
や
つ

§寵
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の
痛
み
を
見
る
こ
と
も
で
き
、
そ
の
後
は
抗
生
物
質
な
ど
の
投
与

で
ジ
ュ
ン
は
急
速
に
回
復
し
て
く
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
ジ
ュ
ン
は
、
キ
ラ
リ
と
光
っ
た
小
さ
な
眼
で
私

の
ア
ー
ン
を
よ
く
見
て
、
け
な
げ
に
も
真
似
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
じ
ゃ
次
に
は
、
鼻
を
つ
ま
ら
せ
息
苦
し
そ
う
に
し
て
い
る

ジ
ュ
ン
に
鼻
を
か
ま
せ
る
方
法
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

だ
ろ
う
か
。

〔
ぺ
ち
ゃ
ん
こ
の
鼻
を
押
え
て
ク
シ
ュ
ン
ノ
．
〕

何
せ
、
眼
に
見
え
な
い
吸
え
と
か
吹
け
／
，
と
い
う
訓
練
は
ゾ
ゥ

や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
調
教
で
経
験
し
て
き
た
。
台
に
上
れ
／
、
と
か

座
れ
／
な
ど
は
物
の
形
が
あ
る
も
の
だ
か
ら
比
較
的
早
く
教
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
ゾ
ウ
に
ラ
ッ
パ
を
吹
け
ノ
．
と
は
至
難
な

こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
れ
こ
れ
や
る
う
ち
、
可
愛
想
だ
が
、
鼻
を
握

り
し
め
鼻
息
き
を
と
め
て
や
っ
た
。
苦
し
ま
ぎ
れ
の
ゾ
ウ
は
、
私

を
は
ら
い
の
け
、
激
し
く
鼻
息
を
吹
き
だ
し
た
。
す
か
さ
ず
、
そ

こ
へ
ラ
ッ
パ
を
あ
て
が
え
た
ら
、
パ
プ
ー
ノ
．
と
鳴
っ
た
。

鼻
カ
ゼ
の
オ
ラ
ン
に
は
や
っ
ぱ
り
こ
れ
し
か
な
い
。
私
は
ジ
ュ

ン
の
鼻
を
片
方
ず
つ
押
さ
え
て
み
よ
う
と
し
た
ら
、
グ
ワ
ッ
と
咳

町

噌癖
識

輪

鱗蕊聡･鶴雛繍

評匿さ聾

み
つ
い
て
き
た
。

「
こ
ら
あ
か
ん
、
ア
ー
ン
式
に
僕
が
や
っ
て
見
せ
る
し
か
な
い
／
・
」

何
度
も
何
度
も
鼻
を
押
え
、
フ
ー
ゥ
ノ
ラ
ー
ゥ
ノ
．
フ
ー
ゥ
ノ
．

私
の
鼻
が
痛
く
な
る
く
ら
い
見
せ
て
も
一
向
に
だ
め
だ
っ
た
。

「
ジ
ュ
ン
、
お
前
鼻
を
吸
う
ば
か
り
せ
ん
と
一
回
ぐ
ら
い
吹
い
て

み
い
／
」
そ
の
と
き
で
あ
る
。
プ
ー
ッ
ノ
．
と
一
回
、
音
と
共
に
鼻

汁
様
の
も
の
が
確
か
に
飛
ん
で
き
た
。

「
ジ
ュ
ン
、
え
ら
い
ぞ
／
、
」

「
も
う
い
つ
。
へ
ん
や
っ
て
み
い
／
，
」

欲
し
が
る
水
を
見
せ
て
遠
ざ
か
ろ
う
と
し
た
ら
、
ま
た
ま
た
プ

ー
ッ
ノ
だ
が
そ
れ
は
、
筒
野
汁
で
は
な
か
っ
た
。
よ
く
見
れ
ば
口
か

ら
だ
液
を
飛
ば
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

私
は
お
か
し
い
や
ら
、
か
わ
い
そ
う
や
ら
で
思
わ
ず
熱
っ
ぽ
い

ジ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
の
身
体
を
指
で
触
っ
て
や
っ
て
い
た
。

そ
れ
以
来
の
ジ
ュ
ン
は
物
を
欲
し
い
と
い
う
一
塁
心
表
示
に
ブ
ー

ツ
と
口
か
ら
飛
ば
し
て
は
新
人
の
首
す
じ
や
顔
に
ひ
っ
か
け
て
い

る
。
ご
用
心
、
ご
用
心
。

〔
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
母
親
ユ
キ
の
見
事
な
鼻
真
似
〕

蕊 息

諮
郡
齢
忌

一
方
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
も
ま
た
、
ア
ー
ン
と

プ
ー
ウ
の
特
訓
を
根
の
続
く
限
り
私
は
見
せ
て

い
た
。
こ
ち
ら
は
、
オ
ラ
ン
と
違
っ
て
物
真
似

○↓
が
至
っ
て
特
技
と
あ
っ
て
、
意
外
や
意
外
、
十

鐘
ぐ
さ
ま
あ
の
、
片
方
の
鼻
を
押
え
て
フ
ー
ゥ
と

宙
や
っ
て
鼻
汁
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
。
〃
手
式
鼻

録
か
み
方
法
″
を
覚
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

ｍ
だ
が
、
折
し
も
三
歳
に
な
る
娘
、
ポ
ピ
ァ
（
神

龍
ち
ゃ
ん
の
義
妹
）
を
抱
く
母
親
の
ユ
キ
は
、
我

却
子
の
前
、
お
客
様
の
前
、
私
の
前
と
区
別
も
な

壷
く
、
遠
慮
も
な
く
、
少
し
で
も
鼻
づ
ま
り
を
起

誕
こ
し
た
ら
、
ま
た
ま
た
、
片
方
の
鼻
を
押
え
て

軸
プ
ー
ゥ
。
そ
れ
を
見
て
い
た
娘
の
ポ
ピ
ァ
も
、

知
小
さ
な
鼻
で
プ
ー
ゥ
と
や
っ
て
い
る
の
に
は
感

吾
激
や
ら
、
恥
づ
か
し
い
や
ら
の
今
日
こ
の
頃
で

癖
あ
る
。

１
１２０
１
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" 伽羅っ子" が
作りました。

' 8 5 お正月｡ 成人式用予約受付中
振袖一式十着付( 無料) ＋メーキャップ
( 無料) ＝３万～５万

Lか濃プﾗﾝﾆﾝグ着物着付け学院
〒651神戸ＩｌｉＩｌＩ央峰琴ノ締'111.3稀５汁グリーンうへ'ボー
ビル６Ｆ･ 地下ギャラリー冠（0 7 8 ) 2 4 2 - 2 8 7 1

こんにちは赤ちゃん

ｄｈ⑲こ

田ＬＩ．亜矢子ちゃん／芦屋｢ 行朝日ヶ丘町

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

富柿沼産婦人科

芦屋市大析町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

壷芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表
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２
１
２
１
１

と
に
か
く
、
私
共
の
方
で
は
、
街
を
よ

く
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
方
が
思

う
こ
と
を
ぶ
つ
つ
け
て
言
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
雰
囲
気
作
り
に
心
が
け
て
い
ま

す
。永

田
以
前
に
は
、
月
に
一
度
ぐ
ら
い

旅
行
も
し
て
い
た
よ
。
お
買
物
バ
ス
と

い
う
の
も
出
て
い
た
ね
。
市
の
交
通
局

か
ら
き
た
話
で
、
鶴
申
と
有
野
台
地
の

２
地
区
を
数
年
走
っ
て
い
た
。

近
藤
そ
れ
は
、
お
も
し
ろ
い
。
お
ま

け
に
無
料
で
し
よ
。
流
行
り
ま
す
よ
。

●
●

人
間
た
だ
な
ら
、
な
ん
で
も
利
用
し
ま

す
か
ら
（
笑
）
。

永
田
他
、
電
柱
に
く
く
り
つ
け
て
あ

る
看
板
の
徹
去
な
ど
も
木
曜
ク
ラ
ブ
が

初
め
た
ん
だ
よ
れ
ｃ

関
生
田
街
の
美
化
推
進
協
議
会
（
杉

浦
実
会
長
）
の
不
良
広
告
物
撤
去
作
戦

で
す
ね
。

永
田
木
曜
ク
ラ
ブ
の
レ
ポ
ー
ト
と
い

う
の
も
ず
っ
と
出
て
ま
し
た
が
、
現
在

は
休
刊
中
で
す
ね
。

関
僕
は
、
４
年
前
に
元
町
穴
門
商
店

街
の
お
世
話
と
同
時
に
、
こ
の
ク
ラ
ブ

に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
多
彩
な
企
画
が
、
本
当
に
勉
強
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
３
カ
月
に
１

回
ぐ
ら
い
で
も
い
い
で
す
か
ら
、
討
論

会
の
場
を
設
け
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
問
題
点
を
解
く
糸
口
に
な
る
と
思

う
ん
で
す
が
。

延
原
そ
れ
は
確
か
に
い
い
と
思
う

ね
。
だ
い
た
い
今
の
ま
ま
で
は
、
大
丸

呂到

露蕊蕊蕊蕊溌

じ
ゃ
な
い
か
と
い
っ
て
始
め
た
会
が
、

こ
の
木
曜
ク
ラ
ブ
だ
け
ど
、
当
初
は
、

昼
飯
を
食
べ
た
り
し
て
雑
談
し
て
い
る

う
ち
に
、
何
や
か
や
い
い
知
恵
が
自
然

に
出
て
き
た
ね
。

近
藤
僕
は
、
こ
の
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た

の
は
最
近
で
、
以
前
の
こ
と
は
あ
ま
り

よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
色
々
多

彩
な
事
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

延
原
私
も
途
中
か
ら
入
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
具
体
的
な
こ
と
と
い
え
ば
、
神

戸
ら
し
さ
を
残
し
て
新
し
さ
を
加
え
て

い
く
と
い
う
の
で
敷
い
た
、
一
番
街
商

店
街
（
１
．
２
丁
目
）
三
丁
目
商
店
街

ま
で
の
足
元
の
レ
ン
ガ
が
そ
う
で
し
ょ

跨
り
。平

木
今
、
木
曜
ク
ラ
ブ
の
お
世
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん
で
す
が
、

1$謹蕊

メリケンパークに完成予定の海洋博物館

今
日
は
、
元
町
活
性
化
を
目
指
す
こ

と
足
か
け
蝿
年
を
迎
え
る
『
木
曜
ク
ラ

ブ
』
の
皆
さ
ん
に
お
集
り
い
た
だ
き
、

多
彩
な
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
木
曜

ク
ラ
ブ
は
、
元
町
商
店
街
１
１
３
丁
目
、

大
丸
前
、
ト
ア
ロ
ー
ド
、
鯉
川
筋
の
範

囲
で
、
百
貨
店
や
銀
行
、
そ
れ
に
商
店

街
の
リ
ー
ダ
ー
に
元
町
の
駅
長
、
警
察

の
方
も
参
加
し
て
発
足
し
た
会
。
元
町

や
大
丸
前
だ
け
な
ど
、
独
自
の
考
え
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
で
も
、
穴

門
筋
や
ト
ア
ロ
ー
ド
が
加
わ
り
地
域
ぐ

る
み
だ
と
、
街
づ
く
り
の
知
恵
と
交
流

が
生
れ
て
く
る
の
で
す
。

☆
昔
は
『
お
買
物
バ
ス
』
も
走
っ
た
元
町

永
田
最
初
、
元
町
の
活
性
化
を
は
か

る
た
め
に
、
月
に
一
回
例
会
を
開
こ
う

元町まちづくりを考える

元田丁キャンペーン座談会く1 3 〉

永田良一郎平木精二
〈大丸前中央商店会顧問〉〈木雌クラブ率務局〉

近藤常吉関一雄
く元町商店街振典組合理卒奨〉；< 元町六門商店会会長〉

延原一松
く元町１番街商店街振興組合理郡豊〉

識

若 者の力で
元町名物を

且、 罵騒調
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鍵

識

近藤常吉さん

☆
元
町
阪
神
馬
券
売
り
場
設
置
反
対

期
成
同
盟
で
得
た
団
結
力

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
イ
ト
の
場
と
し
て
。

延
原
私
と
し
て
は
、
北
野
か
ら
メ
リ

ケ
ン
パ
ー
ク
へ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
中
心
に
考
え
て
い
き
た

い
。
こ
れ
か
ら
は
ぜ
ひ
、
如
代
の
方
々

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
各
分
野

で
連
携
し
な
が
ら
、
幅
広
い
考
え
を
持

っ
て
若
い
人
を
引
き
つ
け
る
街
づ
く
り

を
考
え
な
い
と
。

近
藤
昭
和
型
・
妬
年
の
頃
は
、
セ
ン

タ
ー
街
よ
り
も
人
が
多
か
っ
た
。
よ
み

が
え
る
た
め
に
は
、
飲
食
で
若
者
を
集

め
る
と
い
う
の
も
素
早
い
手
段
で
し
ょ

う
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
も
う
他
力
本

願
で
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
自
己
投

資
を
し
な
け
れ
ば
。

延
原
何
か
名
物
に
な
る
も
の
を
、
思

い
き
っ
て
作
る
と
い
う
の
も
、
元
町
の

た
め
に
は
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

例
え
ば
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
と
元
町
を

結
ぶ
ム
ー
ピ
ン
グ
ウ
オ
ー
ク
の
よ
う
な

も
の
を
。

永
田
パ
リ
の
ド
ゴ
ー
ル
空
港
の
よ
う

に
新
し
い
セ
ン
ス
の
、
楽
し
い
動
く
歩

道
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
か
ら
オ
ア
シ

ス
ロ
ー
ド
も
銀
座
の
よ
う
に
、
エ
ン
ジ

ョ
イ
で
き
る
形
に
も
っ
と
も
っ
と
活
用

し
て
行
き
た
い
で
す
ね
。
ま
あ
、
若
手

に
少
し
ず
つ
ゆ
ず
り
な
が
ら
、
と
に
か

く
、
大
丸
前
。
元
町
商
店
街
・
鯉
川
筋
・

銀
行
・
駅
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
活
を
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
街
は
動
か
な
い

し
、
生
き
生
き
し
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

３
‐
２
１
１

近
藤
兜
年
の
５
月
に
発
生
し
た
場
外

馬
券
の
問
題
は
、
８
年
越
し
に
な
っ
て

き
て
大
変
な
問
題
だ
け
ど
、
そ
の
た
め

に
若
い
人
た
ち
が
団
結
し
た
の
は
、
元

町
に
と
っ
て
は
大
き
い
こ
と
で
す
よ
。

延
原
そ
う
で
す
ね
。
６
丁
目
あ
た
り

の
若
手
の
連
中
と
ま
で
交
流
が
で
き
た

の
で
す
か
ら
。
ほ
ん
と
に
い
い
こ
と
で

す
よ
。
そ
ろ
そ
ろ
世
代
交
代
の
時
期
で

す
し
（
笑
）
。

永
田
我
々
は
、
み
ん
な
引
退
で
す

よ
。
昭
和
生
ま
れ
の
も
の
が
、
今
の
時

代
に
は
や
は
り
よ
く
合
っ
て
ま
す
。

関
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
き
っ
と
、
メ

リ
ケ
ン
パ
ー
ク
に
な
る
と
思
い
ま
す

ね
。
元
町
の
鯉
川
筋
な
ど
も
中
心
と
な

る
で
し
ょ
う
し
、
元
町
活
性
化
に
は
ど

う
し
て
も
欠
か
せ
な
い
問
題
で
す
。

永
田
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
の
問
題
は
、

市
の
方
に
も
充
分
考
え
る
余
地
が
あ
る

だ
ろ
う
し
、
そ
の
他
に
も
、
北
野
と
都

市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
つ
な
が
り
を
持

た
せ
て
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
ま
で
の
誘

導
を
、
と
い
う
動
き
も
あ
り
ま
す
。

平
木
私
は
、
短
期
的
に
は
メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
の
問
題
が
、
中
期
的
に
は
北
野

町
と
の
縦
の
連
動
、
そ
し
て
長
期
的
に

は
、
浜
手
幹
線
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に

通
す
か
、
ま
た
元
町
周
辺
を
、
気
や
す

く
、
楽
し
い
雰
囲
気
に
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
、
今
後
の
元
町
活
性
化
の
課

題
に
上
げ
て
お
き
た
い
で
す
。
そ
れ
か

ら
元
町
に
は
、
画
一
的
な
商
店
で
は
な

く
、
個
性
的
な
も
の
が
売
れ
る
場
所
と

延原一松さん

さ
ん
に
お
ん
ぶ
し
て
い
る
面
が
多
す
ぎ

る
。
自
分
達
で
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
。 関一雄さん 永田良一郎さん平木精一さん
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